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［第１０号］ 長崎県立長崎工業高等学校関東支部同窓会会報誌 令和6年10月1日
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1.　会長挨拶

2.　第45回長工関東支部同窓会総会・懇親会のご案内
3.　第44回長工関東支部同窓会のご報告
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5～6.  近況だより
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令和5年度同窓会活動と会計報告

10.　回想禄（三輝工業第二工場建設に携わり）

8.　長工関東支部の皆様へ
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会長挨拶 
  

  長崎工業関東支部同窓会 会 長 

   昭和 34 年 電気科卒 木戸 紀雄 

 長崎工業高校卒業生の皆様、 

長崎工業高校関係者の皆様へ 

 

 日頃より、長崎工業関東支部同窓会に対しまして、

ご協力をいただいております皆様に、厚く御礼申し上

げます。 

 これからも、同窓会のさらなる発展に全力を尽くし

て参ります。何卒よろしくお願い申し上げます。 

 長崎工業関東支部同窓会の総会は、11月 9 日に開催

いたします。ご来賓の皆様のご臨席を賜り、長崎工業

関東支部同窓会の総会を開催できることを大変嬉しく

思います。 

 卒業生の皆様、同窓会の行事に、積極的にご参加を

お願いいたします。 

 伝統ある同窓会の場で、語り合いながら、同窓会を、

もっと、魅力的な存在にしていきましょう。 

 

 会員の皆様から知恵をいただき、同窓会の活動を活

性化させ、若い世代の人にも多数参加していただける

様な和やかな同窓会にしたいです。 

 我が長崎工業高等学校で出会った、友や先生方のこ

とを、いつも同窓会で思い出していただきたいです。

 「同窓会」の「会」は、会って、話して、旧交を温

めることに意味があります。 

 同窓会に関心がなくて、親しい数名の同期の友人と

時々会って、旧交を温めている人、いませんか。 

 同窓会の目的は、会員間の親睦と、母校の発展の応

援です。母校のためにも、後輩のためにも、一緒に、

盛り上げましょう。 

 同窓会は、同窓の人が交流し、親睦を深める場です。

かたくるしい会ではありません。 

そんな皆様の縁を、これからも、強く結びつけられ

たらと思っております。 

 これまで同窓会に、ご尽力いただきました諸先輩方

に感謝の意をあらわすとともに、会員の皆様のより一

層のお力添えをいただきますよう、お願い申し上げま

して、私のご挨拶とさせていただきます。 

令和 5年度 同窓会活動と会計報告 
 

平成 14 年 工業化学科卒 

             持木 靖貴 

 

 長崎工業関東支部同窓会の活動は、年初１月に年計

画が策定され、２月の第１回幹事会から始まります。 

 幹事会は年６回行っています。 

会計年度は、その年７月から翌年６月までです。 

 下記に実施した活動を示します。 

  ★ 2023.07.22(土)第４回幹事会・懇親会 

  ★ 2023.09.02(土)第５回幹事会・懇親会 

 ★ 2023.09.16(土)第 9号会報誌発送準備 

 ★ 2023.10.28(土)第６回幹事会・懇親会 

 ★ 2023.11.11(土)第 44 回関東支部同窓会総会 

  ★ 2023.12.02(土)総会反省会・懇親会 

★ 2023.12.09(土)同窓会本部総会（長崎） 

★ 2024.02.10(土)第１回幹事会・懇親会 

★ 2024.03.20(水)松山相談役偲ぶ会 

★ 2024.04.13(土)第２回幹事会・懇親会 

★ 2024.04.29(月)長崎ハタ揚げ大会・六郷土手 

★ 2024.05.18(土)新卒歓迎会 

★ 2024.06.15(土)第３回幹事会・懇親会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会議の内容は、① 11 月総会の企画、② 会報誌の企

画、③ ビードロ会の活動、④ 母校・他校・他支部の

総会への招待、等について話し合います。 

活動としては、各同窓会支部総会参加、在校生の活

動応援、関東在京同窓会との情報交換、同窓生へ支援、

会員の勧誘などを行っていきます。 

 

会計報告（令和 5年 7 月～令和 6年 6 月） 

前期繰越金 \1,055,537

今期収入 \1,471,206

今期支出 \1,939,701

今期収支 -\468,495

来期繰越金 \587,042

【お願い】  

会報誌の発行は、広告協賛金で賄えるように尽力して

いますが、まだ、年会費と寄付に頼っている状況です。

今後も、同窓会活動を継続するため、会員の皆様に年

会費（2,000 円）のご協賛をお願いいたします。 
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第 45 回 

長崎工業関東支部同窓会 

総会・懇親会のご案内 

昭和 51 年造船科卒 

徳田 文則 

 長崎工業関東支部同窓会の皆様、いかがお過ごしで

しょうか。日頃より、同窓会の活動に、ご支援、ご協

力を賜り、心より感謝申し上げます。 

 この度、第 45 回 長崎工業関東支部同窓会 総会、懇

親会を開催する運びとなりましたので、ご案内申し上

げます。 

 今回のテーマは「一歩前進」です。長いコロナ禍が

ほぼ終結し、閉じこもりがちだった気持ちを切り換え

て、一歩外へ歩き出そうという意味を込めております。

────────────────────────

□ 日 時：2024 年 11 月 9 日（土曜日） 

     13 時から 15時まで 

□ 受付開始：12時 30 分から 

       13 時 00 分「集合写真撮影」 

□ 会 場：「レストランアリス東京日本橋」 

      地下鉄「日本橋駅」Ｂ５出口から、 

      徒歩約１分。約 141ｍ。 

□ 住 所：東京都中央区日本橋 2 丁目 1-14-2 

      加藤ビル B1F    TEL(03)3275-1626 

──────────────────────── 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道案内 東西線・銀座線 

「日本橋駅」B5 出口から 

日本橋南郵便局方面に歩 

き、最初の角を右に 20ｍ 

程歩いた右側の階段を降り 

たら、すぐです。 

 近くには、アンテナショップ「長崎館」があります。 

 同窓会の後に訪れるのもおすすめです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 会場は、全員椅子席です。 

 食事は、各テーブルに配られます。 

 「レストランアリス東京日本橋」を貸切ってのおも

てなしですから、料理は舌の肥えた皆さまにも満足し

ていただけるものと思っております。 

 今回の催し物として、「ジャンケン大会」を開催い

たします。 

 木戸会長をはじめ、各役員、協賛の方々からすばら

しい賞品をいただいております。楽しみながら、皆様

との交流を深める絶好の機会になればと思います。 

 さらに、城谷 護さんとゴローちゃんの名コンビによ

る「腹話術」も行われます。 

 そして、特別企画として、各テーブルごとにゴロー

ちゃんと一緒に写真撮影も行います。 

 小さなお子様、お孫さんたちにも、喜ばれることで

しょう。 

 今年の担当の幹事科は、機械科と造船科です。 

 幹事一同、皆様との楽しいひと時を過ごせるよう、

準備を進めてまいります。 

─────────────────────── 

■ 会 費： 

□ 一般会員男性：10,000 円 

□ 一般会員女性： 8,000 円 

□ 同伴者：8,000 円（小学生までのお子様は無料） 

□ 新卒会員：無料 

□ 年会費： 一般会員は別途年会費 2,000 円が必要 

（当日現金払い、もしくは後日振込） 

─────────────────────── 

 新たな一歩を踏み出すこの場所で皆様との再会を楽

しみにしております。 

 どうぞご友人、ご家族様お誘い合わせの上、ご参加

ください。 

 皆様のご参加で、長崎工業関東支部同窓会を一歩前

進させ、盛り上げていきましょう。 

令和6年10月1日p  2
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第４４回 

長崎工業関東支部同窓会報告 

昭和 38年電気科卒  

石橋 佳之夫 

● 総会開催 

 令和５年 11月 11 日、第 44回長崎工業関東支部同窓

会総会を開催しました。 

 コロナ禍による約３年間の委縮ムードからの解放

と、若い世代の参加促進を願って、会場を「東京ベイ

有明ワシントンホテル」にしました。 

 木戸会長および各幹事の熱意が通じて、初めての参

加者数名を含む約 80 名の会員と、山田本校同窓会本部

会長、北島校長先生ほか 10 数名の来賓をお迎えして盛

大に開催することができました。 

 物価高騰など諸般の事情から総会費の負担増をお願

いしたのですが、皆様にご理解いただき、多数の皆様

にご出席いただきました。 

 ありがとうございました。 

 

 総会では順調に議事が進行し、全ての議案に賛同い

ただきました。 

● 懇親会 

 総会に続く懇親会は、西村 寿紀様（S33 電気科）の

開会挨拶、令和５年の春に受章された秦 政晴様（S28

電気科）の音頭による乾杯で開始されました。 

 懇親会は、会員同士の活発な交流の場を提供するも

のという主旨で、限られた時間の多くが出席者同士の

コミュニケーションに充て 

られました。 

 しかしながら、腹話術師 

の城谷 護様（S34 機械科卒） 

を忘れてはなりません。 

 今回も、ご出演をお願いし、「ゴローちゃん」との軽

妙でユーモアあふれる掛け合いによって会場を盛り上

げていただきました。 

 懇親会ではまた、デンマークにて医師としてご活躍

中の坂田 京子様（S50 建築科）から近況を報告してい

ただきました。 

 坂田様は、書籍の出版のために来日中とのことでし

た。坂田様の海外での、かつ、工業とは異なる分野で

のご活躍は、長工同窓生の可能性の広がりを思い描く

ことができ、大きな刺激を得ることができました。 

 懇親会の大切な行事の一つに新卒者の紹介がありま

す。出席していただいた新卒者に登壇していただき、

それぞれの出身科、就職（進学）先、これからの抱負

などを披露していただきました。 

 

 新卒の皆さんには輝かしい未来が待っていることと

思います。しかし、必ずしも平たんな道ばかりではあ

りません。 

 壁が立ちはだかっても、あきらめることなくこの壁

を乗り越えてください。長崎工業関東支部同窓会は皆

さんをサポートします。 

● 長崎工業関東支部同窓会の将来に向けて 

 長崎工業関東支部同窓会幹事会では、同窓会の使命

や課題、総会のあり方などについて議論されることが

あります。議論に基づき、今回の総会では、限られた

時間内で懇親会の時間をできるだけ多く確保し、会員

相互の懇親を深めることに力点を置きました。 

 会報誌｢元気しとっと！｣の発行は、全会員の意識を

繋ぎ止めるのに大きな役割を果たしています。 

 会報誌発行の裏側で、編集担当の皆様が奮闘されて

いることを想像していただければ、編集担当者の動機

付けになり、発行継続の力になります。 

 長崎工業関東支部同窓会は、木戸会長のリーダーシ

ップの下、その使命を模索しながら、今後の発展を目

指します。 

 会員の皆様のご協力をお願い申し上げます。 

 次年度の総会は、機械科と造船科が幹事科を務めま

す。次回の同窓会でまた会いましょう。 
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同郷応援活動について 

昭和 40 年 機械科卒  

坂本 貞好 

● 故郷長崎への想い、あれこれ 

 30 歳台から約 40 年、長崎工業関東支部同窓会総会

への出席・幹事を続け、現在はビードロ会担当です。

 ビードロ会は、長崎市内高校の在京同窓会の集りで、

11 の高校が加盟。 

 毎年 4月 29 日多摩川六郷土手で開催する「長崎ハタ

揚げ大会」の主催、12月の「県人会」参加者集めの支

援、長崎市及び長崎県東京事務所の行事の広報等に協

力しています。 

 ハタ揚げは、今年 60回目、会場のある大田区民の皆

様も多数参加、毎年 2,000 名を超える来場者がありま

す。東龍倶楽部の龍踊り、城谷 護様（昭和 34 年機械

科卒）の腹話術公演も大人気です。 

 長崎市東京事務所の呼びかけで、2009 年に長崎伝習

所塾「在京長崎応援団塾」が発足しました。 

 “東京から長崎を応援しよう”という趣旨に 30数名

が集まりました。自分は「ちょっと面白そう」という

興味本位でしたが、メンバーの多くは、想像以上に長

崎への想いが強い方々の集まりでした。 

 挨拶や経歴を聴き「自分が申し込んだのはヤバかっ

たかな」という思いでした。 

１年間で、何かテーマを見つけまとめるノルマ。 

ちょうど、2010 年 NHK 大河ドラマ「龍馬伝」という

ことで「龍馬伝と長崎を盛りあげよう！」いうテーマ

設定、２名の賛同者を加え、龍馬関連行事や「長崎さ

るく」への参加各地（京都・横須賀・山梨）などを訪

れブログで発信しました。 

 龍馬伝第３部長崎編放送の 2010 年７月には、１時間

くらいで、約 2000 ヒットの日もありました。 

 当時のブログです： 

 在京応援団塾ブログ：http://zaikyou.noramba.net/

 坂本龍馬ブログ：http://sakamoto.noramba.net/ 

 龍馬伝主演は、福山 雅治様（長崎工業 昭和 62年  

情報技術科卒） 

 「ふるさと納税で長崎を応援する！」で活動された

方がいました。ふるさと納税は、前年 2008 年にスター

トした制度で認知度が低く、かつ返礼品はないしくみ

でした。いまは長崎の返礼品を楽しみに毎年長崎市へ

の寄付を続けています。 

●「被爆体験記を語り継ぐ永遠の会」 

 長崎の朗読ボランティア「被爆体験記を語り継ぐ永

遠の会」は、毎月９日に長崎原爆資料館で活動されて

います。SNS 繋がりで関東地区での朗読会には、埼玉

県東松山市の「原爆の図 丸木美術館」など３回行き

ました。母は茂里町の三菱兵器工場で被爆、自分は被

爆２世。原爆のことは伝え続けていかなければなりま

せん。長崎市商工会議所が主催する「長崎歴史文化観

光検定」という試験があります。 

 2015 年からは、都内でも受験可能となり、2015 年３

級、2016 年に２級に合格しました。 

● 長崎工業関東支部の応援活動 

 長崎工業関東支部同窓会で一番の注目はバスケッ

ト。バスケットのウィンターカップは毎年 12月末に東

京体育館（千駄ヶ谷）をメイン会場として開催されま

す。 

 長崎工業高は、これまで、2013 年と 2022 年長崎県

代表として出場。2013 年は東京八王子高、2022 年は国

学院久我山高といずれも東京代表と対戦。 

 2013 年は、大差を付けられての敗戦でしたが、2022

年は第３クオーターで 32 対 18 の猛追、２点差まで迫

りましたが惜敗。 

 今年のチームは、６月のインター杯は準優勝（優勝

は瓊浦）、３月には長崎県代表として九州大会出場、１

回戦沖縄水産高に勝利しました。10 月から始まるウィ

ンターカップ県予選での優勝、12月の東京体育館での

応援を楽しみにしています。 

 前回、長崎工業関東支部の応援は 23名。 

 今年は、さらに盛り上げたいですね。 

 長年、長崎工業関東支部同窓会の事務局長の重責を

努めていただいている山口 和孝さん（昭和 51 年建築

科卒）はバスケット部 OB。木戸会長、山口事務局長は

じめ、長崎工業関東支部同窓会の力を結集しウィンタ

ーカップ勝利。そして美味しいお酒を目指し応援を楽

しみましょう！ 

 長崎工業関東支部同窓会は、バスケット以外でも過

去に都内で開催された軟式野球（定時制）・卓球（個人

戦・定時制）の全国大会に応援に駆けつけています。

 佐田ノ濱（濱口佳志・平成 18年電子工学科卒）は最

高位東幕下 48 枚目、2013 年３月場所で勝ったものの

勝ち名乗り受けられない程の大怪我。手術・リハビリ

しましたが土俵に戻れず 2015 年５月引退。境川部屋で

の断髪式に参加、鋏を入れました。 
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§近況だより§      （カッコ内は出身地、勤務先、現住所です） 

昭和 40 年 造船科卒 山口 章（旧琴海町、年金生活者［元㈱IHI 船事部東京］、千葉県佐倉市） 

後期高齢者と趣味 

2 年前に 75 歳になり後期高齢者の仲間入りをしました。65 歳以上を高齢者と言い、74

歳までを前期高齢者 75歳以上を後期高齢者と言うそうです。 

今年ついに喜寿になりました 77 歳です。昭和の高度成長を謳歌し、平成の大不況を経験

した団塊の世代も立派な後期高齢者になりました。この歳になるとさようなら（別れ）が 

こんにちは（出会い）より多くなります。何とかさようならが少なくなるよう願っています。せめて、抜ける髪

毛と歯くらいにしたいものです。免許返納の話もありますがさようならは出来ません。 

老後の趣味として約７年前から地元で川柳の勉強をしています。5・7・5 の 17 音字に自分の人生経験を詠め

るようになりたいと努力中です。川柳を詠むことで認知症予防に効果があると信じています。毎月一回会員の

句を論評し合い、ゲスト選者に評価をいただいたりして技量向上に努めています。 

                「喜寿となり 歳を取ったな 影法師」 

平成 21 年 情報技術科卒 馬場 未来＜旧姓田川＞（長崎市茂木町、キヤノン㈱、神奈川県川崎市） 

2009 年長工を卒業、キヤノン(株)へ入社しました。5 年間はレーザービームプリンタの

設計を担当し、現在はインクジェットプリンタの電気技術部門にて初期不良の解析業務を

担当しています。2018 年関東支部同窓会で縁あって結婚し、2022 年より第二子出産のため

産休、育休を取得しており現在は育児メインで頑張っています。 

上の子は 6歳になり来年から小学生になります。6月に何度も足を運びやっとのことでラ

ンドセルを決めることができました。親としては  鞄や工房系のランドセルを推したかっ

たのですが本人がこれがいい！と大衆向けのメーカを気に入り決めました。自分の好き嫌

いを主張してきたことに成長を感じ来年小学生の実感が湧いてきました。 

下の子は 2 歳になり拙い言葉を使って自己主張してくるようになりました。イヤイヤ期

も始まってきたのかなんでもかんでも”いやっ！”と返事をすることが増えてきました。

そんな娘も今年は幼稚園の受験があり合格するかドキドキしてます。 

夫の智也(平成14年度電子工学科卒)は今年で40歳になり日産自動車(株)の勤続20年の節目の年となります。

こんな感じの馬場家ですがよろしくお願いします。同窓会では皆様と楽しい話ができるのを楽しみにしてます。

平成 27 年 建築科卒 岩尾 郁哉（出身：式見町、勤務：フリーランス、現住：千葉県船橋市） 

2015 年 長工を卒業、向井建設(株)へ入社しました。約 6年間、東京、千葉の現場を中心に鳶・

土工工事の管理に従事してきました。2021 年向井建設を退職、現在はフリーのイラストレーター

として活動しております。建設関係の安全啓発や企業の広告用漫画を主に描いています。向井建

設とは現在でも親しくさせていただいております。 

私が従事していた建設業では、職方の高齢化、人材不足、残業前提の仕事量など多くの問題に直面していま

す。この問題は建設業だけでなく、他職種、日本全体の問題だと思います。このような問題に対して何か貢献

できないかと思い、建設・製造業関係のフリーイラストサイトを運営しております。 

まだまだ未熟で改善の余地しかありません。主に安全手順書に用いることを 

       前提としたイラストを載せており、誰でも Excel で無料で使用することができ 

       ます。これにより業界の安全周知の拡大・業務の効率化、生産性向上を目指し 

       ております。機会がありましたら是非使用してみてください。 

今後の活動は建設業、そして母校長崎工業から、日本全体を活気づけられる 

ような活動をしていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

フリーイラストサイト (TUNA PHOT)ツナフォト https://27mayo.jp 

遊びどころ漫画 

向井建設ポスター 
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昭和 62 年 電気科卒 石原 恒（出身：諫早市、勤務：平成エンタープライズ、現住：東京都三鷹市） 

資格試験に合格するあらたな方法  

私 3 年前、「国内旅行業務取扱管理者」の試験に合格し、現在バス運行を主要事業とする旅

行会社に就職しました。業務を運行管理者としての資格が必要なため、今年 3 月に試験に合格

し資格を取得、その後従業員の労働衛生管理も必要となり、「第一種衛生管理者」の試験を受

験し 6月に取得しました。  

思い起こせば私は高校 2 年生のとき、「電気工事士（低圧、現在では第二種）」の学科試験と技能試験合格に

向けて、勉強とトレーニングを続け初めての資格試験に合格したことを今でも覚えています。  

今年合格した 2つの試験と 10月に受験する「危険物取扱者乙種 4類」ですが、過去とは異なる勉強方法をし

ています。今まではテキストや過去問を繰り返し勉強してきましたが、iPhone や iPad を使って、動画を視聴も

しくは聞き流しを繰り返し勉強しています。 

この勉強方法だと、厚みのあるテキストや過去問を持ち歩かず、場所と時間を選ばず学ぶことができます。

動画には有料版・無料版がありますが、費用対効果など考え選んでいます。 

ぜひ、これから資格試験にチャレンジされる方は動画を使った勉強方法を考えてみては如何でしょうか！？ 

令和 6 年 機械科卒 松尾 一（出身：長崎市西浦上、勤務：㈱東京精密、現住：東京都八王子市） 

私は西浦上中学校出身です。この春、東京精密に就職が決まり、 長崎から東京に上京し 

もう 5か月になろうかとしています。  

月日の経つのは早いものですね。学校とは違って毎日新しいことを吸収するのに精一杯で

す。また、５月１８日の長崎工業関東支部同窓会の新卒歓迎会に参加したのですが、新卒は

私一人でびっくりしました。 

その節は、先輩の皆さまに歓迎していただき、ありがとうございました。 

やっと、仕事にも環境にも慣れてきました。最近は、古着屋巡りにはまっています。休日は、いろんな古着

屋を見て回るのが楽しみです。これからも、先輩の皆さま、ご指導よろしくお願いいたします。 

昭和 48 年 電子工学科卒 松尾 剛（西海市、元ソニー㈱半導体本部）、千葉県白井市） 

        私は、VHS/ベーターのビデオ競争時期、ソニーの半導体事業部でプロセスエンジニアとして 

      厚木勤務したあと、九州地区に半導体製造工場展開する時期にあり、このままでは九州に転勤に

      なる可能性を危惧し、本社に転籍し半導体製品の外販営業、販売推進部で W/W-BUISNESS 展開を

      経験しました。 

その後、同僚、先輩の支援協力もあり、独立して電子部品商社を立ち上げ 30 年近くになります。私の年代に

なりますと取引先の担当者も世帯交代しており、また半導体業界は技術の進歩が激しく、そろそろ技術思考対

応能力の影を感じます。 

 近況報告としては、特にありませんが、長崎工業関東支部同窓会の相談役と、関東西海市会の副会長で皆さ

んとは、定期的に麻雀、ゴルフコンペをしながら交流しています。長崎工業関東支部同窓会などに参加して感

じたことは、職場内だけでは得ることができない情報が得られることです。 

 その異業種（先輩、他社）の交流で得られた情報が仕事に生かせます。その知識を職場、あるいは交流で生

かそう、とする気持ちを持ち続けることが“潰しが利く”若さを保てる秘訣だ、と思っています。 

酒席も、職場関係だけでなく、先輩、後輩、外部の交流会の酒席にも、積極的に参加することを心がけてい

ます。皆さん、一緒に長崎工業関東支部同窓会を盛り上げましょう。 

【編集局から】会報誌では「近況だより」を充実させていきたいと思います。同窓生の皆さんからの寄稿

で、「元気しとっと！の輪」を広げて行きましょう。寄稿してくださる方は、メール原稿で送信してくだされば

編集いたします。（メール：take_ma601@yahoo.co.jp 竹下正光） 

11 月９日（土）の総会には、近況話題を持ち寄り、元気に集い会いましょう。 
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ものづくりの全国大会を目指して 

 先輩の背中を追い    

長崎工業高等学校 

建築科３年 小田 涼平 

船山 裕太 

  

母校の部活動は運動部と文化部、そして専門技術部が

あります。専門技術部の代表者は、ものづくりの大会に

出場して技術を競い合い、毎年活躍をしています。 

今回は、昨年度の技能五輪全国大会建築大工職種で卒

業生が金賞を受賞した「建築研究部」の取り組みを在校

生２名から先輩諸氏にお伝えします。 

１．建築研究部に入部したきっかけ 

 所属している部員は、未経験で入部する生徒がほとん

どです。しかし、中学校のときからものづくりの部活動

に所属していたという生徒もいました。 

入部のきっかけの共通点は、小さい頃からものづくり

をすることが大好きだったということでした。 

２．建築研究部の取組みについて 

主に資格取得とものづくりに関する大会、行事で販売

する商品の製作を行っています。資格は国家資格の技能

検定建築大工三級や二級に挑戦しており、大会は高校生

ものづくり大会や技能五輪全国大会などです。 

今年度の高校生ものづくりコンテストの選手は船山

と滝川でした。 

大会に向けて、苦手な鉋(かんな)をひく練習に時間を

かけて、製材の技術を向上させました。部活動以外の時

間も有効的に使用し、朝補習や昼休み、家では jwcad

を使用した原寸図書きや墨付けを行いました。大会では

入賞できなかったものの、３年間学んだ成果を発揮する

ことができました。資格や大会の他に、１１月にある文

化祭で販売する椅子やベンチなどを製作しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．令和６年度技能五輪全国大会について 

 ものづくりに関する国内最高峰の大会に技能五

輪全国大会というものがあります。国内の２３歳以

下の青年技能者を対象に技術を競い合い、そこで金

賞を獲得した選手は２年に１度の世界大会に出場

することができます。 

昨年度は令和２年度建築科卒業の浦山さんが金

賞を受賞し、今年 9月にフランスのリヨンで行われ

る世界大会へ出場予定です。今年度は建築科３年の

小田が建築大工職種に出場をします。大会での目標

は入賞です。部活動での練習はもちろん、朝早く登

校して練習を行っています。 

今年の課題はまだ発表されていないですが、昨年

の技能五輪全国大会や若年者ものづくり競技大会

の課題を解読したり実際に作品を作ったりして、新

しい課題が発表された時に対応できるように対策

しています。また、加工の基礎練習を欠かさず行い、

苦手な部分を克服できるように努めています。 

４．自身の進路について 

卒業したら大工になろうと考えています。建築研

究部で培った技術はもちろん、先生方や友人と教え

合いながら練習をできる環境に感謝して、これから

の目標に向けて頑張っていきたいです(船山)。 

卒業後も、ものづくりが大好きという想いを持ち

続けて、木造住宅から公共施設まで幅広く木造建造

物の施工を行われている企業に就職し、左官職で技

能五輪全国大会を目指していきたいです(小田)。 

 

  大会での様子 作品を手に記念撮影 

  

技術の神髄をつかむため日々鍛錬 

大会に向けて加工練習 浦山さん 

船山君(左)と小田君(右) 
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故 松山政義様「お別れの会」 

 

                昭和 48年 機械科卒 

古賀 民夫 

過日令和 6年 3月 20 日、長崎工業関東支部三代目会長

松山 政義 様の「お別れの会」が執り行われました。 

松山様は、昨年の 11 月 27 日、87 歳でご逝去され、ご

遺志により密葬の儀はご親族のみで執り行われました。

お別れの会にはご長男の松山 徹 様にもご列席いただ

き粛々と会を進めることができました。 

 当日は、長崎工業同窓会関東支部会長以下会員の皆

様、本部より山田会長、北川事務局長も駆けつけていた

だき、長崎県人クラブ、島原工業、南山高校の関東支部

同窓会、佐世保南高、長崎市東京事務所の方々にもご臨

席いただき、総勢 45 名の参列となりました。  

 

 

 

 

 

 松山様は、長崎工業関東支部同窓会初期の起ち上げか

ら1990年より12年にわたり会長として現在の関東支部

同窓会の屋台骨を創り、支え続けてこられました。 

 長崎工業関東支部木戸 紀雄会長の「弔辞」にはじま

り、ご参列者の方々の追悼の言葉から、故人のエピソー

ドも紹介され、ご遺族松山 徹 様もご存じでなかった一

面を垣間見ることができたようです。 

 

 

 

 

 

 

 松山様は 9 歳のとき長崎原爆投下の際、爆心地より 

3ｋｍの西浜町で爆風に飛ばされ気を失い、また空襲で

は戦闘機カーチスに狙い撃ちと…九死に一生を得て生

き延び、戦後の困難な中“生きる”こと、“前を向いて

動く”ことの大切さを実感され、その後の生き方に活か

され、実践されてこられたようです。 

長崎工業高等学校在学中は、生徒会長も務められ

周囲の意を捉え、自分の信念を通し、結構破天荒な

ことも実践されていたようです。 

 

 

 

 

 

 卒業後は明治大学へ進学、その後日本ビクター㈱

からソニー㈱と若かりしエネルギーを仕事に向け邁

進されました。 

退職後は「M＆Tコンサルタント」開設、多種多様

な活動をされました。 

 その中で、長崎工業関東支部同窓会の起ち上げ、

運営とともに、長崎県人クラブの理事、常務理事を

歴任されました。 

 長崎ビードロ会では副会長を、長崎工業に留まら

ず長崎市ひいては、長崎県の未来のために奔走され

ご活躍されておられました。 

  

 

 

 

 

 

その中でも優秀な長崎工業の後輩諸氏への応援、

啓発、長崎県下他高への長工生のアピールは、常に

考えておられたように思います。 

  ご長男の松山 徹様のお話しでは、 

お亡くなりになる直前まで、カレン 

ダーに長工同窓会・県人クラブ等の 

予定を記載され、気にされていたと 

のことでした。 

 松山 政義様が確立されたといっても過言ではな

いこの長崎工業高等学校関東支部同窓会を今後も継

続し、そのご遺志は次の世代へと受け継がれていく

と信じて居ります。 

 最後、閉会の辞を、本部同窓会 

会長の山田 親 様にお願いをして、 

松山 政義 様の「お別れの会」を 

閉会いたしました。 

 あらためて、松山 政義 様のご冥 

福をお祈り申し上げます。 

 

  
木戸会長 

「弔辞」 

長崎県人クラブ 

事務局長 藤島様 

「追悼の言葉」 
長崎県人クラブ

理 事 福本様 

「追悼の言葉」

本田相談役 

「献杯」 

長工本部同窓会 

会長 山田 親 様 

「閉会の辞」 

ご子息 松山徹様 

「御礼の言葉」 

本田相談役 

「献杯」 
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『回想禄』 

三輝工業第二工場建設に携わり 

昭和 51 年建築科卒 永田昌利 

１．佐倉工場事務所棟の建替え 

平成 28 年３月三輝工業株式会社木戸紀雄(前)社長

から、佐倉工場の事務所棟建替え工事のご相談を受け

基本設計から、実施設計、工事監理と受けることにな

りました。設計には意匠(総合)設計を永田、構造設計

を山和綜合設計の山口氏に依頼され、長工建築科卒業

コンビで進めることになり、確認申請から、工事入札、

工事監理、各種検査対応、保存登記と、平成 29 年５

月無事竣工引き渡しと完工することが出来ました。 

竣工式では感謝状迄戴き、又その後の経過を伺うに

外部の騒音も少なく、明るく広く使いやすいとの評価

を戴き、長工電気科卒関東支部木戸会長の下、同建築

科卒のコンビによる最初の布石となりました。 

２．千葉第二工場 新工場建設 

平成 29 年５月佐倉工場事務所棟完成後に引き続き

三輝工業㈱様の事業拡大に伴い、新工場建設が必須と

の事業計画に沿って、既存の千葉(八街)工場の建替え

計画を始め、３候補地の現地調査を重ね、最終的に現

在の八街市大関の土地 2,000 坪を購入、新工場建設計

画を木戸紀雄(前)社長の旗振りの下、引き続き 永

田・山口の二人で設計を進めることになりました。 

 

 

 

 

 

 当該敷地は排水インフラ未整備地域、山林を含むな

だらかな丘陵地、水路側は旧農地地域であり計画内容

によっては建設コストが増えることが予想されまし

た。八街市役所開発行為事前協議申請(12 課)に始ま

り開発本申請と約７か月の間、高田馬場と八街間を走

り回りました。平成 30 年 10 月 26 日三輝工業株式会

社様創立 40 周年・事業承継披露記念祝賀会が開催さ

れ木戸尚史社長に承継されました。新社長挨拶では今

回の新工場の紹介もあり 

引き続き建築確認申請 

適合判定申請と約２か月 

令和元年５月 30 日 

無事地鎮祭が執り行われ 

 

 土木工事と建築工事２社の JV工事で着手しました。

その後、工事監理を進め令和元年９月５日上棟式

を執り行い、土木・建築工事は順調に進むように思

われたのですが…     

令和元年 10 月の千葉県豪雨災害で進入道路冠水、

建設中の水路側擁壁が決壊  完成迄には幾多の難題

苦難がそこにはありました。只これを最後として神

様も手を差し伸べてくれたようでその後順調に進み

着工から８か月、各業者、関係者皆様のご協力の下

人命に係わる事故・災害も無く令和２年２月無事完

成・引渡しと完工することが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

令和２年２月 27 日 

当該工場内に於いて 

盛大な落成式典が執り 

行われ、三輝工業㈱様 

関係企業の方々ご臨席 

の下、千葉第二工場の 

お披露目がありました。現在、当工場は重要な拠点

として稼働されています。 

３．千葉第二工場見学会 開催 

令和５年２月４日 

千葉第二工場見学会 

を開催９名が参加し

モジュールユニット

化出荷前の製品を見

学させて戴きました。

その手法・工法、精度の高さに皆、驚嘆した様子で

半導体系製造業等で使用される超純水製造装置配管

ラックスキッド組立・モジュール化と先を見据えた

工法を開発された電気科卒木戸会長の下、建築科卒

山口・永田コンビにご拝命戴き仕事が出来た事に感

謝申し上げます。いつも思うことですが設計に携わ

るものとして、いやどのような職種でも過去の経験

は財産となりますが、新たな事業では全てが新規と

なります。そこに面白さもありますが、同等に難題・

困難が含まれます。然し立ち止まるとそこで終わり

ます。百折不撓！(ひゃくせつふとう)前進あるのみ! 

八街市 2000 坪の土地購入 

千葉第二工場：新設

地鎮祭 

工場見学会：会長以下 9 名 

落成式典 

地鎮祭 
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我が“長工関東支部同窓会”も４５周年を迎えました。誠にお慶び申しあげます。

今年の総会・懇親会のご案内を含め、会報誌第１０号を発刊いたしました。 

皆様と同窓会でお会いできますことを楽しみにして居ります。ここに掲載され

ているお名前は、今回のご寄付を戴きました方々、関係企業及び店舗様のご芳名

です。今回もたくさんのご協力を戴き心から感謝申し上げます。 

（尚、当欄への広告のご用命は事務局までご連絡下さい） 
 

            
                             

 
 

 

                 長崎工業高等学校関東支部同窓会会長 

                            【昭和 34 年電気科卒業】 

 

 

 

 

 

 

 

 

本       社 ：〒273-0005 千葉県船橋市本町 2 丁目 1 番 34 号船橋スカイﾋﾞﾙ 9Ｆ 

Tel/Fax:047-401-5145/5146、Ｅ_mail : ho@sanki.biz-web.jp 

佐 倉 工 場 ：〒285-0812 千葉県佐倉市六崎 560-3 

Tel/Fax:043-481-2101/2102、Ｅ_mail : sakura@sanki-kogyo.com 

千 葉 工 場 ：〒269-1107 千葉県八街市八街は 1-59   Tel : 043-443-9711 

千葉第２工場 ：〒289-1142 千葉県八街市大関 39-1 

Tel/Fax:043-312-8501/8502、Ｅ_mail : chiba2@sanki-kogyo.com 

千 葉 営 業 所 ：〒290-0057 千葉県市原市五井金杉 1-7-2 相川ビル 2Ｆ 

Tel/Fax:0436-37-3203/3204、E_mail : chibajigyousho@sanki-kogyo.com 

 [運根鈍] 
 
 
 
 
 

● 社会との共生をモットーとして、より豊かな明日のために私たちは、とどまる 

ことなく前進し続けます。 

● 働く者の健康と、人間尊重を第一とします。 

●「創意・熱意・誠意」のもとに、一人ひとりの力を結集して確固たる人間集団 

   を形成します。 

● 私たちは、すべての行動の原点を [お客様の立場になって考えること] に 

   置きます。お客様に大きな満足を提供することが社員の満足と考え、行動 

   いたします。 
     

   会 長 木戸 紀雄  
 

 弊社は今年で創立 46 年目を迎えます。一昨年業務拡充に伴い手狭になりました社屋を千葉県船橋市本町 2 丁目

1 番 34 号船橋ｽｶｲﾋﾞﾙ 9F へ移転致しました、社員一同、心を新たに一層のサービス向上に努めて居ります。安全最

優先を第一に「精度の高い製品をトータルに、より早くご提供する」事を基本的経営姿勢として、社員一丸となって常 

にお客様のご要望にお応えしていく所存です。今後共より一層のご愛顧、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
  

 

日頃は、長崎工業関東支部同窓会に対しまして、特段のご高配を賜り心より感謝申し上げます。今年は我

が関東支部同窓会も４５周年を迎えます。同窓会は同窓の人が交流し 親睦を深める場 です。会って話して

旧交を温める場です。そんな皆様の縁を強く結びつけられる場として、今後も同窓会の発展に全力を尽くす

所存です。同窓会にご尽力いただきました諸先輩に感謝いたすとともに、会員の皆様のより一層のお力添え

をいただきますようお願い申し上げます。同窓会で皆様と元気でお会いできることを楽しみにしております。
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          アイワ医科工業株式会社  

-アイワ超音波洗浄器各種- 

   アイワの超音波洗浄器シリーズ＊医科用＊歯科用＊理化学用＊工業用＊多種ﾗｲﾝﾅｯﾌﾟの品揃え 

                     【昭和 30 年造船科卒】 

 

 

代表取締役会長  本田 武利 

長崎工業高等学校関東支部同窓会相談役 

長 崎 県 人 ク ラ ブ  常  務  理  事 

    東京本社:〒113-0033 東京都文京区本郷 3 丁目 25 番 4 号津久井ビル 1Ｆ 

         Tel/Fax : 03-3814-2291 / 2197   

    草加工場:〒340-0003 埼玉県草加市稲荷 3 丁目 13 番 25 号 

         Tel/Fax : 048-935-7911 / 0210  E-mail :soka@aiwaika.co.jp 
 

● 信頼と実績の高品質・低価格…全ての商品を自社一貫製造しております。 

● お客様に安心と安全を…洗浄液は水溶性アルカリ洗剤を使用し安全です。 

● 3 年間の保証付きに加えご購入 3 ヶ月以内に故障した場合は新品と交換致します。 

[ 天井天下唯我独尊 ]  

  コロナ禍もインフルエンザ並みの５類に移行しましたが 

今後は共に生きる、新しい生活様式の必要性があります 

皆様にはくれぐれもご自愛ください、同窓会でお会いでき 

ますことを楽しみにしております。 

 

業務用超音波洗浄器等で堅実経営 

  お客様第一の「利他」の精神貫く 
  

アイワ医科工業は、1965 年(昭和 40 年)創業 

医療器具及び、業務用超音波洗浄機の製造・ 

販売を手掛ける。 
 

経営の基本方針 
 

○ 複雑で採算がとれない商品を選び、単純化 

して採算を合せる。 
 

○ 合理的な行動を求めず、敢えて非合理と 

思える考えや行動をとる。 
 

○ ヒット製品は作らず、需要の安定した製品 

をつくる. 
 

○ 積極的にリスクを負う仕事をする。 

p 11 令和5年10月1日

コロナ禍も大分落ち着いては来ておりますが
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                             日本 ディストリビューター 株式会社 

            代表取締役 松尾 剛 【昭和 48 年電子工学科卒】 
長崎工業高等学校関東支部同窓会相談役 

                                                  

                   関東西海市会副会長 / 長崎県西海市観光大使   
 

 

〒130-0001 東京都墨田区吾妻橋 3-2-4-404   Tel / Fax : 03-6658-4893 / 03-6658-4894  

E-mail:gomajdc@rk9.so-net.ne.jp  URL:http://www.japan-dc.com  携帯:090-7728-7032 

 

一級建築士事務所 
株 式 

山和綜合設計 【昭和 51 年建築科卒】 会 社 

 

代 表 取 締 役   山 口 和 孝 

長崎工業 高等学校 関東支部 同窓会 事務局長 

〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 1-24-14 加藤ビル 502 

Tel / Fax : 03-5272-1268/1267 

会 社 E.mail : sanwa@ sasogo.co.jp 
 

 

[山高きが故に貴からず]

[断じて行えば鬼神も之を避く]

[日々是好日]
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[千里の道も一歩から]

[思う念力岩をも通す]
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                           Ｍ’sセキュリティ株式会社 

 
一級建築施工管理技士 / 一級建築士 

顧 問  角 下 幸 雄 
【昭和 35 年建築科卒】携帯:090-2731-9440 

長崎工業建築科 関東支部同窓会会長 

〒198-0523 東京都八王子市横川町 2-2  Tel/Fax:042-628-7355/652-9701 

E-mail :info@mssecurity.jp 
角下様は、㈱シントの旧代表取締役です。㈱シント

は神奈川県座間市に本社を構える建築会社です。 

角下さんは建設業界での豊富な経験と、リーダー 

シップで、多くのプロジェクトを成功させ。地域社

会に貢献されました。現在上記警備会社の顧問とし

て活動されて居られます。 

今も右記 UFO-E 摩擦減震製品は取扱っています。
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[遠慮なければ近憂あり]
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[雲外蒼天]

[笑う門には福来る]
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平成30年10月1日p 14
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[ 雨垂れ石を穿つ ]
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代表取締役 山田 親 
                   Chikashi  Yamada 

【昭和 52 年インテリア科卒】 

〒851-2213 長崎市多以良町 2160 番地 70 

Tel/Fax : 095-850-8700 / 095-801-8006 

 

E.mail : c.yamada@nikkeisya.jp URL : http//www.nikkeisya.jp 

【 長 崎 工 業 高 等 学 校 同 窓 会 本 部 会 長 】 

何事に置いても基盤が大切です。すべてのものは何らかの土台の上に乗かって成り立っています。古今東西を 

問わず測量は、私たちの生活にとって重要な土台のひとつです。 

当社は長崎県長崎市を発信地に地理情報サービス業として、多様なニーズに対し迅速・丁寧で完成度の高い 

サービスを提供させて戴きます。お見積・ご相談などございましたらお気軽にお問合わせ下さい。 

   基準点測量           応用測量 
 

                        水準測量 

                        応用測量 

つむぎ国際特許事務所 
               いいパス出します     TSUMUGI IP LAW FIRM 

       顧問・弁理士   石橋 佳之夫  Yosinobu  Ishibashi 

                   [ 昭和 38 年電気科卒 ]              [日々是好日] 

長崎工業高等学校関東支部副会長 

 

 

 

当事務所はお客様と同じフィールドに立って汗を流し、お客様が決定打を打てるようサポートします。「発想」から「知財」 

への発展はもとより、さらに「企業戦略」への進化を促すために、当事務所は全力を挙げて「いいパス」を出します。 

＊発明の発掘・創作支援、各種出願等の手続き、その他のサービス 

〒102-0083 東京都千代田区麹町 3 丁目 5-2 BUREX 麹町 404 

Tel /Fax : 03-6272-8330/8331    http : //www.iplaw-firm.com/ 
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[一期一会]
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     株 式 会 社     掘 設 計 事 務 所  【昭和 36 年建築科卒】 

 

 

横  田 龍  嘉     Tatuyoshi  Yokota 

長崎工業高等学校関東支部同窓会副会長 

 

長 崎 工 業 建 築 科 関 東 支 部 副 会 長 

〒334-0013 埼玉県川口市南鳩ヶ谷 4-18-4 携帯:090-1465-4029 

Tel/Fax : 048-284-0565 /0566  E.mail : horiarch@gray.plala.or.jp 

 

前 田 利 夫  【昭和 39 年造船科卒】  

 

長崎工業高等学校 関東支部 同窓会 副会長 

海釣り同好会ﾒﾝﾊﾞｰ・麻雀倶楽部同好会会員 

〒247-0007 神奈川県横浜市栄区小菅ヶ谷 2-1-1-331 携帯:090-3906-1433 

Tel/Fax:045-892-2429     E.mail:kamit_maeda@yahoo.co.jp 

長  工 :http://chokokanto.com/ 

 

坂 本 貞 好  【昭和 40 年機械科卒】  

 

長崎工業高等学校 関東支部 同窓会 副会長 

長  工:http://chokokanto.com/ 

在京長崎応援団塾     :http://sakamoto.noramba.net/ 

〒252-0225 神奈川県相模原市中央区緑が丘 1-2-4 携帯:090-5448-5375 

Tel : 042-758-0631        E.mail :ssadayoshi@gmail.com 

上演日本一、35 年で 4400 回超 
腹話術「ゴローちゃん」「心に栄養を」全国に笑いを届ける 

 

しろたに まもる  Shirotani Mamoru  

城谷 護  長崎工業関東支部同窓会会員 【昭和 34 年機械科卒】

日本腹話術普及協会理事長、腹話術の会きずな代表、東京演芸協会会員 

京浜協同劇団会員、雲仙ふるさと大使、他…、川崎市文化賞他多数受賞 

〒212-0051  神奈川県川崎市幸区東古市場 9-21 

携帯:090-2911-0781   TEL/FAX:044-544-3737 

令和5年10月1日p 16

[備えあれば憂いなし]

[大勇は勇ならず]

[懸情流水受恩刻石]

[一念天に通ず]

「心に栄養を」全国に笑いを届ける

“笑って 笑って 生き生き 人生”

上演日本一、4444回超
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顧　問

株式会社エフビーエス

【昭和52年建築科卒】
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長 崎 県 立 長 崎 工 業 高 等 学 校 
 

〒852-8052 長崎県長崎市岩屋町４１番２２号 

TEL:095-856-0115   FAX:095-856-0117   http//www.nagasaki-th.ed.jp 
 

 

長崎工業高等学校同窓会本部 〒852-8052 長崎県長崎市岩屋町４１番２２号  
会  長： 山田 親      事務局長： 北川 友也 TEL:095-856-0115   FAX:095-856-0117 

 

長崎工業高等学校関西支部同窓会 〒676-0014 兵庫県高砂市荒井町日之出町 3-29 サンアメニティ 301 

会  長： 森 秀樹      事務局長： 杉本 直樹 
 

TEL:079-444-2182   http://choko-kansai.com/ 
 

長崎工業高等学校九州支部同窓会 〒816-0833 福岡県春日部市紅葉丘東 8 丁目 55 番地 

会  長： 天ケ瀬敏彦    事務局長： 杉本 賢典 TEL:092-574-5864   http://chokokyusyu.web.fc2.com/ 

長崎工業高等学校関東支部同窓会 〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 1-24-14 加藤ビル 502 号 
 

会  長： 木戸 紀雄     事務局長： 山口 和孝 TEL:03-5272-1268   FAX:03-5272-1267  http://chokokanto.web.fc2.com/ 

 E-mail: chokokanto@sasogo.co.jp 

 同窓会から 

同窓会活動、会への要望、様々な情報（同期会、同好会等）をお待ちしています。電話、FAX，E-mail等でお寄せ下さい。

又、Hp では掲示板を開放しています。会員相互の連絡等にご利用下さい。会では長工同窓の輪を広げたいと思って居り

ます。どうか皆様のご協力をお願い致します。 

個人情報の取扱について 

当同窓会は「個人情報保護法」に基づき名簿等の管理を厳重に行って居ります。本人様の了解を得ている場合、及び 

法令で認められている場合を除き、第三者に提供又は開示することはありません。 

利用目的 

会報、同窓会及び幹事会の案内、会費の納入書の送付、理事会で必要な連絡と判断したものに利用することとし、同窓

会に関わる上記の事項以外には利用致しません。 
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徳田　文則

中本　繁実

古賀　民夫

51

48

48

東京大村会（大村市）
東京諫早会（諫早市）
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【メモ】 

 

 

 

 

 

 

 

    会員の皆様の声を、是非『会報誌』へお寄せ下さい。ご投稿宜しくお願いします。 

           連絡先 ：事務局長 山口 和孝 若しくは 会報誌編集長 竹下 正光 迄 
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長崎工業高等学校関東支部同窓会 

会 長 ： 木戸 紀雄     事務局長 ： 山口 和孝 

【事務局連絡先】                  〒169-0075 

東京都新宿区高田馬場 1-24-14 加藤ビル 502 号 

TEL:03-5272-1268          FAX:03-5272-1267 

E-mail:chokokanto@sasogo.co.jp   長工：https ://chokokanto.com/ 

 

長崎工業高等学校関東支部同窓会
会    長：木 戸  紀 雄  　 　 事務局長：山 口  和 孝

【事務局連絡先】 〒169-0075  東京都新宿区高田馬場1-24-14

加藤ビル502号　   TEL: 03-5272-1268 / FAX: 03-5272-1267

E-mail:chokokanto@sasogo.co.jp 長工:https://chokokanto.com/


